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2008 年 11 月 28 日 

各      位 

 

 

当社子会社間の吸収分割および吸収合併に関するお知らせ 

 

当社の連結子会社である株式会社シーテック（以下シーテック）および株式会社バンテクノ（以下バ

ンテクノ）は、2008 年 11 月 27 日開催の各社取締役会および当社取締役会において、2009 年 1 月 1 日

をもって吸収分割によりバンテクノの生産技術者派遣に関する全事業をシーテックに承継することを

決議いたしました。 

また、シーテック、株式会社 CIT（以下 CIT）および株式会社ティエスティ（以下 TST）は、本年 11

月 27 日開催の各社取締役会および当社取締役会において、2009 年 1 月 1日をもってシーテックを存続

会社として 3社が吸収合併することを決議いたしましたので下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 吸収分割および吸収合併の目的 

本年 10 月 14 日付け「「事業再建計画（中期経営計画）」の策定および「業務構造改革」に関

するお知らせ」にて既に開示のとおり、当社は業務構造改革を進めております。 

当社を取り巻く経営環境が厳しさを増す中、中長期的に安定した成長を確保するために、高い

顧客サービスの実現と企業規模拡大によるコストメリットを享受すべく、また業務構造改革の一

環として、国内事業会社を再編し、効率的な事業運営を図るとともに市場競争力の強化を進める

べく、国内中核事業である技術事業７社のうち、シーテック、バンテクノ、CIT および TST の４社

の事業をシーテック１社に集約し、技術事業を再編します。 

統合後のシーテックは、売上規模 800 億円内外・技術社員数約 12,000 名と、国内トップクラス

の技術者派遣会社となります。 

企業規模の拡大による経営効率を高めるとともに、技術者派遣会社としての専門性を高め、顧

客の幅広いニーズに高いレベルで応えることが可能となることに加え、これまで４社がそれぞれ

で分担していた研究、開発、設計、解析、実験、評価、生産など、技術にかかわる全領域を１社

で網羅することが可能となり、顧客基盤・営業力のさらなる強化拡充が図ることができます。 

会社名 ラディアホールディングス株式会社 

代表者名 代表取締役社長 堀井 愼一

 （コード番号 4723  東証第二部） 

問合せ先 常務執行役員 広報・ＩＲ本部長 立山 秀 

 （TEL． 03-3405-9262） 



 2

 

 

２. 吸収分割の要旨 

（１） 吸収分割の日程 

吸収分割決議取締役会  2008 年 11 月 27 日    （シーテック、バンテクノ） 

吸収分割契約締結日   2008 年 11 月 27 日    （シーテック、バンテクノ） 

吸収分割承認株主総会  2008 年 12 月 26 日（予定）（シーテック、バンテクノ） 

吸収分割効力発生日   2009 年 1 月 1 日（予定）（シーテック、バンテクノ） 

 

（２） 吸収分割方式 

シーテックを承継会社とし、バンテクノを分割会社とする吸収分割です。 

 

（３） 承継により増加する資本金 

会社分割の対価は現金とし、承継による資本金の増加はありません。 

 

（４） 承継会社が承継する権利義務 

吸収分割において、バンテクノからシーテックに承継される権利義務は、分割契約書に

別段の合意がなされたものを除き、バンテクノの 2008 年６月 30 日現在の貸借対照表、

その他同日現在の計算書を基礎とし、これに効力発生日に至るまでの増減を加除修正して

確定します。 

 

（５） 債務履行の見込み 

当該分割後の分割当事会社は、いずれも債務履行の見込みに問題はないと判断してお

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

〔新体制〕 

㈱CSI（情報） 

㈱ハイテック（バイオ・化学） 

㈱シーテック（機械・電気・電子・生産技術） 

㈱テクノプロ・エンジニアリング（情報） 

技

術 
〔現体制〕 

㈱シーテック 

㈱バンテクノ 

㈱CIT 

㈱ティエスティ 

㈱テクノプロ・エンジニアリング 

㈱CSI 

㈱ハイテック 
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３. 吸収分割当事会社の概要（2008 年６月 30 日現在） 

（1）商号 
株式会社シーテック 

（承継会社） 

株式会社バンテクノ 

（分割会社） 

（2）事業内容 総合エンジニアリングサービス 生産技術者派遣 

（3）設立年月日 1997 年６月２日 1997 年 12 月 11 日 

（4）本店所在地※ 東京都港区六本木六丁目 10 番１号 東京都港区六本木六丁目 10 番１号 

（5）代表者 嶋岡 学 笠井 嘉明 

（6）資本金 １億円 １千万円 

（7）発行済株式総数 3,600 株 200 株 

（8）純資産 230 億円 43 億円 

（9）総資産 380 億円 72 億円 

（10）決算期 ６月 ６月 

（11）大株主および持株比率 ﾗﾃﾞｨｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ･ﾌﾟﾚﾐｱ㈱ 100％ ﾗﾃﾞｨｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱ 100％ 

※ 本年11月に本社を移転しております 

 

４. 承継する事業部門の概要 

（１） 承継する部門の事業内容 

生産技術者派遣に関する全事業 

 

（２） 承継する部門の経営成績 

売上高 123 億円(2008 年 3 月期) ※2008 年 4 月より決算期を 6月に変更しております 

 

（３） 承継する資産、負債の金額（2008 年 6月 30 日現在） 

資産 負債 

項目 帳簿価格 項目 帳簿価格 

流動資産 26 億円 流動負債 20 億円 

固定資産 1 億円 固定負債 4 億円 

合計 27 億円 合計 24 億円 

 

５. 吸収合併の要旨 

（１） 吸収合併の日程 

吸収合併決議取締役会 2008 年 11 月 27 日    （シーテック、CIT、TST） 

吸収合併契約締結日 2008 年 11 月 27 日    （シーテック、CIT、TST） 

吸収合併承認株主総会 2008 年 12 月 26 日（予定）（シーテック、CIT、TST） 

吸収合併効力発生日 2009 年 １月 １日（予定）（シーテック、CIT、TST） 

 

（２） 吸収合併方式 

シーテックを存続会社とする吸収合併方式で CIT、TST は消滅いたします。 

 

（３） 吸収合併に係る割当ての内容 

当社の連結子会社同士の合併であり、合併による対価の交付はなされず、資本金の額

の増加もありません。 

 

（４） 消滅会社の新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 
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６. 吸収合併当事会社の概要                      （2008年6月30日現在） 

（1）商号 
株式会社シーテック 

(存続会社) 

株式会社 CIT 

（消滅会社） 

株式会社ティエスティ 

（消滅会社） 

（2）事業内容 総合ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ 総合ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ 生産技術者派遣 

（3）設立年月日 1997 年６月２日 2001 年７月 11 日 1990 年３月１日 

（4）本店所在地※ 
東京都港区六本木 

六丁目 10 番１号 

東京都港区六本木 

六丁目 10 番１号 

東京都港区六本木 

六丁目 10 番１号 

（5）代表者 嶋岡 学 角能 一成 梶野 大 

（6）資本金 １億円 １億円 １億円 

（7）発行済株式総数 3,600 株 2,000 株 1,880 株 

（8）純資産 230 億円 40 億円 42 億円 

（9）総資産 380 億円 59 億円 69 億円 

（10）決算期 ６月 ６月 ６月 

（11）大株主および持株比率 
ﾗﾃﾞｨｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ･ 

ﾌﾟﾚﾐｱ㈱ 100％ 

ﾗﾃﾞｨｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ･ 

ﾌﾟﾚﾐｱ㈱ 100％ 

ﾗﾃﾞｨｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ･ 

ﾌﾟﾚﾐｱ㈱ 100％ 

※  本年11月に本社を移転しております 

 

７. 吸収分割および吸収合併後のシーテックの状況 

（1） 商号  株式会社シーテック 

（2） 事業内容  総合エンジニアリングサービス 

（3） 本店所在地 東京都港区六本木六丁目 10 番１号 

（4） 代表者  嶋岡 学 

（5） 資本金  １億円 

（6） 決算期  ６月 

（7） 新経営体制役員一覧（予定） 

新体制役職 氏   名 担当 

代表取締役 嶋岡 学 社長 

常務取締役 笠井 嘉明 事業本部長 

常務取締役 西山 邦也 技術本部長 

取締役 梶野 大 西日本統括部長 

取締役 金内 忍 東日本統括部長 

取締役 野本 与志臣 採用本部長 

取締役 西橋 輝彦 経営企画本部長 

取締役 榎 秀嵩 営業開発部部長 

取締役 佐竹 武 コンプライアンス推進本部長 

取締役 角能 一成 契約推進部部長 

 

８. 吸収分割および吸収合併による業績への影響の見通し 

吸収分割および吸収合併はいずれも当社の連結子会社であり、本件が連結業績に与える影響は

軽微であります。 

以      上 


